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原著論文
兵庫県加東郡東条町南西部における

古第三系神戸層群の岩相層序および地質構造

阪 本 龍 馬*・岩 田 英 明**・竹 村 厚 司*・西 村 年 晴*

Lithostratigraphy  and  Geological  Structure  of  the  Paleogene  Kobe  Group  in  the

Southwestern  Part  of  Tojo-cho,  Kato-gun,  Hyogo  Prefecture,  Southwest  Japan

Ryuma  Sakamoto*,  Hideaki  Iwata**,
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Abstract

The  Paleogene  Kobe  Group  in the Sanda  Basin, southern  Hyogo  Prefecture, is composed

mainly  of non-marine  clastic rocks, such  as conglomerate, sandstone,  mudstone  and  tuff. We

made  a  stratigraphic survey  of the group  in the southwestern  part of Tojo-cho,  Kato-gun,

Hyogo  Prefecture, based  on  detailed tracing of tuffs.

Four  tuff layers were  discerned within the Yokawa  Formation  of the group'  the  Ansei-ike,

Yabu,  Shinjo  and Shikahori-ike Tuffs, in ascending order. As  a result of our precise tracing of

these tuff layers, we  clarified that the Yokawa  Formation  in the study  area inclines gently

southward, although  previous researchers have proposed a westward-inclining structure.

Key  words: Yokawa  Formation, Kobe  Group,  Paleogene,  lithostratigraphy, structure, tuff layers

は じ め に

袢ヰ層群は, 兵庫県南部に広く分布する碎.胆岩からな

る第三系で, 三町盆地・神厂i市西部・淡路島北部の三地

域に分布する(第1図). 淡路島北部地域, 及び鈴厂川L西

部地域南部の多す卜畑周辺には軟体動物化石などを産する

海成層が分布するが卜 神仟 市`西部の白川以北や二肝=盆地

の丘陵地には, 礫岩・砂岩・泥岩・凝灰岩などを主体と

する非海成層が広く分布している.

神戸層群の年代は, 植物化石や 貝化石, 底生有孔虫化

石などから長らく中新世であると考えられてきた(鹿間,

1938 ; 池辺, 1961 ; 藤田・笠間, 1983). しかしながら,

尾崎・松浦(1988) は, 三町盆地の神)……fJ皆ノ.群中に挟在する

3 枚の凝灰岩層(東条湖:P1, 北畑:P3, 戸[日凝灰賈層]

の放射年代を報告し, これらの凝灰岩層のジルコンのフィッ

ショントラック年代は約33-36Ma を, 北畑, 戸田凝灰岩

層の黒雲母のK-Ar 年代は35-37Ma であることを明らか

とした. その後,尾崎ほか(1996)は卜 神戸市西部の神戸層

群についても放射年代の検討を行い, 神戸層群は古生物

学的データから中新統であると考えられる淡路島北部の

岩屋層を除いては, 始新絖上部~漸新統下部であること

を示した.

井戸層群は, はじめ淡路島北部と神戸市西部に発達す

る第三紀別について, 鹿間(1938)が命名し, その層序と

植物化石を記載した. その後池辺(1961)は, 兵庫県地質

鉱産図の調査で層序学的研究を行い, 三町盆地及びその

周辺地域に分布する第三系も井戸層群に含めた. 彼らは,

凝灰岩の少ない層凖と多い層凖を組み合わせて一一つの累

別とし, ド位から有野, 古川, 淡河, 三津日]累層に区分

した(第2 図).
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第1 図 神 戸 層 群 の 分 布 とそ の 周辺 地 域 の 地 質 図( 尾崎 ・ 松 浦,

1988 より 作 成).1: 沖 積脉2: 段 丘 堆積 物,3: 人阪 層

群(-一一音15 '高 位段 丘 堆 積物 を 含 む),4: 神 戸層 群,5: 花 園

岩 類,6: 有 馬 層 群 及 び そ の 相 当層,7: 篠 山 層 群,8:

丹 波層 群,9: 断 層

藤 日]]・笠 間(1983) は, 三[I]盆地 の檸ダ:ノ':'-f,觝l群 を池辺(1961)

と 同 様に凝灰 岩の 少ない層凖 と多い 層凖を 合わせて 一つ

の累層と し厂 下位 より有野, 吉川 淡河累層に|メ:分 した.

こ のうち淡河累層 は, 池 辺(1961) の 甘 戸層群卜 部の淡河

累 層 と三 津 田累 層 とを ま とめ, 再 定 義 しか もので ある

( 第2 図).

し か し, 池 辺(1961) や 藤 川 ・ 笠 問(1983) で は 神 戸 層 群

の 詳 細 な 屑 尚 学 的 デ ー タ は 提 示 さ れ て お ら ず, 凝 灰 岩 層

の 追 跡 や 広 域 に わ た る 対 比 も な さ れ て い な い.

尾 崎 ・ 松 浦(1988) は, 地 質 調 査 書5 万 分 の1 地 質 図 輻

匚 玉]] の 調 査 で 神y/……iJ腎 群 の 層 序 学 的 研 究 を 行 い, 神 戸

層 群 の 屑 序 に つ い て, 岩 手|……:|.及 び 堆 積 サ イ ク ル を 基 凖 と し

て 累 層 剖 メ]分 し, ニミ叶 盆 地 の 神 厂i削 群 の 脱 序 の 再 検 討 を

行 っ た. そ れ に よ る と, 三[「1盆 地 の 神 戸 削 群 は 厂 下 位 よ

り 二 田 累 削, 古 川 累 削, 細 毋 累 削 に|メ:分 さ れ, 広 域 的 に

追 跡 さ れ る4 枚 の 凝 灰 岩 層 匸ド 位 よ り 東 条 湖 凝 灰 岩 層:

P1, 匚久 米 凝 灰.岩 削:P2, 北 畑 凝 灰 岩 層:P 3, 石

し11 凝 灰 背 削:P4) が 挟 ま れ て い る と し た( 第2 図).

ま た, 刊川 汰地 に お げ る 神 戸 削 群 の 地 質 構 造 に つ い て は,

西 ま た は| 袙 剞 こ 向 か っ て
‥[l
位 の 地 層 が:表 れ る 緩 や か な 半

沚 状 の 構 造 で あ る と 考 え た. 彼 ら の 削 序 ドレ分 は 池 辺

(1961), 藤 川 ・ 芍 問(1983) と は 多 少 一異 な る も の の, 地 質

搆 造 の 解 釈 に 関 し て は ほ ぼ 同 様 で あ る.

そ れ に 対 し, 廣 田 ほ か(1987) は ………モ1 1一一:I・名とよ也の[↑十央 部 レ 古

川1 ノ1]滷 部 の 地 す べ り 謌 在 に 牡 い て, 神 戸 層 群 の 層 序 お よ

び 地 質 構 造 の 検 計 を 行 い, 地 質 構 造 に 関 し て は 従 来 の 研

究 者 と 咒 な る 結 果 を 得 た. 彼 ら は 凝 灰 こ岩 鍵 層 の 詳 細 な 追

跡 を 行 な い, 三 田 盆 地 中 央 部 に お け る 神 戸 層 群 は ほ ぼ 水

平 な 構 造 を 示 し て い る こ と を 明 ら か と し た. こ の 結 果 は

尾 崎 ・ 松 浦(1988) の 結 果 と は 全 く.異 な っ て い る.

我 々 は 兵 庫 県 加 東 郡 東 条 町 南 西 部 に 分 布 す る 神 戸 層 群

の 層 序 学 的 研 究 を 行 っ て き た. 本 地 域 に は 側 方 に 連 続 す

る 凝 灰 岩 層 が4 枚 分 布 し, こ れ ら の 野 外 に お げ る 詳 細 な

追 跡 を 中 心 と し て 研 究 を 進 め た. そ の 結 果, 従 来 の 研 究

に よ る 凝 灰 岩 削 の 対 比 お よ び 地 質 構 造 の 解 釈 は 再 検 討 を

必 要 と す る こ と が 判 明 し た. 以 下 に そ の 詳 細 を 報 告 す る.

調査地域の地質・地形概説

コ 桂沚地はその北・東縁を丹波山地に, 南縁を帝釈山

地に境され, 西方の南北に流れる加古川に開いた半盆状

第2 図 ブミ旧盆地における神戸層群の層序区分の変遷



第3 図 調 査地域地形図.a~j: 柱状図作成ルート(.第4 図参照),A~E: 凝灰岩層柱状図作成露頭(第5 図参照)

(国土地理院発行2 万5 子分の1 地形図「……犬神し を使用」

の地形を示す(第1 図). 周囲の山地は主に白亜系の流紋

岩類を主体とした有馬層群からなる(尾崎・松浦, 1988).

盆地の大半は標高100~250m 程度の低い丘陵地からなり,

神戸層群や大阪層群, 段丘堆積物などが分布する. この

丘陵地は起伏が小さく, 有馬層群からなる山地とは地形

の差が顕著である.

本研究で調査を行ったのは, 三[仟盆地西部に位・・置する

加東郡東条町南西部である( 第1,3 図). 本調査地域の

中央部には加古川の支流である東条川が西流し, その広

い谷間が南北の丘陵を分断している卜 束条川の河谷に洽っ

て, 低位~ 中位段丘面に対比される段丘が3段分布して

いる(尾崎・松浦, 1988). 東条川の北には嬉野台丘陵

(尾崎・松浦, 1988 による東条・社台地)があり, その頂

部には標高約130~150m の明美面に対比される段]呈面が

存 在してい る. ま た東 条 川南 方の 丘陵は 新定( し んじ ょ

う) 丘陵 と呼ばれて い る.

本調 査地域 の地質は, 下 位 より古第三系 の神戸層群,

第 四系 の大阪 層群, 段 丘堆 橲層, 沖 積層か らなる. 神戸

層群 は, 丘 陵 の斜面や東 条川の河床 にほと んど水平に 分

布 し, 礫 岩, 砂 岩, 泥 岩, 凝 灰 岩からな る. 本 研究で は

ノニ‥-Jミl.I.'.1忿l地 全域 の調査は 行っていない ため, 本 地域の神 戸

膵 群は.尾 崎 ・松浦(1988) に 従 い吉川累 層と して 扱う.

本地 域の 大阪層群は 尾崎・松浦(1988) に よ る三木累 層

に 当たり, 袢う 層群を 不整 合で 覆って丘陵 の上部の 標高

約120m 以 ……I・.・・1 1・こ分布 してい る. 主 に分級 不良 の大 礫か ら

な り, 礫 の 多くが風化 していわ ゆる クサリ礫となって い

る. 尾 崎・ 松浦(1988) は 三 木累層 全体を大 阪層群 上部 に

対 比したが, 尾 崎ほ か(1995) は 大 阪層群 小野累層 と三 木



第4 図 調査地域ルート柱状図.A: 凝灰羂B: 凝灰質砂往C: 凝灰質シルト礼D: 粗粒砂礼E: 中粒砂羂F: 紆粒砂岩,G:

シルト礼H: 泥岩,I: 礫礼J: 巨礫岩

累層を一括して明石累層に含めて大阪層群殼下部~ 下部

とし, 三田.盆地の明美面直下の不淘汰の薄い粘土層のみ

を明美累層とした. 本研究ではこの尾崎ほか(1995) によ

る明石累層と明美累層の区分が識別できなかったため,

便宜上これらの礫層を一一一-括して大阪層群三木累層とした.

本調査地域より南方の新定丘陵には, 三木累層と神戸

層群の間に尾崎・松浦(1988) が大阪層群小野累層とした

砂礫層があるが, 本地域には分布しない. 段丘層・沖積

層は, 主に東条川の低地に洽って分布している.

調 査地 域にお け る神 戸 層群 の層 序 と岩 相

吉川累層(Yokawa Formation)

[ 命 名]

池辺(1961) による.

[ 定 義]

尾崎・松浦(1988) は, 本累層を池辺(1961) らの古川

累層下部の上半分から淡河累層の下部の地層として冉

定義した(第2 図)/ 本研究ではこれに従う.

[ 模式地]

兵庫県美嚢郡有川町付近.

[ 岩  相]

本累層は河川堆積物, 湖成堆積物を主とし, 礫岩,

砂岩, 泥岩, 凝灰岩などよりなる(尾崎・松浦, 1988).

本研究の調査地域では礫岩, 砂岩, 泥岩などの非海

成碎屑岩を主とし, その間に側方によく連続する4 枚

の凝灰岩屑が挑在する. 本研究ではこれら4 枚の凝灰

岩別を下位より安政池凝灰岩別, 藪凝灰岩層, 新定凝

灰岩層, 鹿堀池凝灰岩層と命名した. これら凝灰岩層

の特徴については後述する.

本地域に分布する吉川累層のうち安政池凝灰岩層と

藪凝灰:岩層に挟まれる部分(ユニットA-Y) の下部は

主に礫岩からなる. 流紋岩の亜円礫~亜角礫が多く,

チャート礫も含まれる. 礫の大きさは5~10cm である

が, 上位ほど礫径および礫の量は減少し, 基質の割合

が大きくなる. 基質は粗粒~ 細粒砂岩で, 風化により

赤褐色を示す場 合がほとんどである. 斜交層理が見ら

れ, 礫が層理面に斜行して配列する. また, 時に極粗

粒の砂岩がレンズ状に挟まる.

藪凝灰岩層と新定凝灰岩層に挟まれる部分( ユニッ

トY-S) は, 卜 部は囚結度のよい礫岩を主体とする.

新定の県道西脇口古川線沿いにおいてこの礫岩層は厚

さ約6m で, 礫種は流紋岩の.亜角礫から'亜円礫がほと

んどである. 分級は悪く礫径は約2cm から10cm 程度,



第5図 各凝灰岩層柱状図.A;新定凝灰岩層,B・C;藪凝灰こ制池D;鹿堀沮!凝灰岩脯E;安政汕丿疑灰岩層.1:リモナイト1層,2:

平行葉理か見られる部分,3: 斜 交葉理か見られる部分,4: 凝灰質砂踪5: 礫岩,6: 風化が笘しく粘十状になっている層,

7: 軽石質凝灰岩,8: ガラス質凝灰岩,9: 粒状 凝灰擂 10-13 : 粒度サイズ圉): レ ルト,11 : 細粒,12 : 中粒,13 : 粗粒~

極粗粒)

基 質が少 なく礫 支持にな っている. 基 質は中 粒から 細

粒砂で 色は灰褐 色を 呈す る. こ の礫 岩は場所 に より厚

さは異 なるが, 岩 相は よく似てい る. そ の 上位は厚 さ

約10m の塊 状砂 岩からな り, ま れに レ ンズ状 に礫y1 を

挟む. こ の砂岩層 は全体 として上 方に細粒 化し, ド 部

は礫混 じりの極粗 粒から粗 粒砂岩, 中:部では 中粒, そ

して殼上部では極細粒砂岩から上位の泥 岩へ漸移す る.

砂 岩層の 固結度は よく厂‥・・ト:ぎ[Sで は 灰 白色を示す が, 粒

度が小 さくなる につれて黒 灰色に変 化する. こ の砂y{

の 上 位に は, 新 定 付近や東 垂水, 小 沢付近な どにおい

て, 緑 色で 平行葉理 の発達 した厚 さ約2m の 泥 岩が 服

なる. 一 般に露頭 表面は 風化が進んで 柔らかい.

新 定 凝灰 岩層 と鹿堀 池 凝灰 岩層に 挟ま れた 部分( ユ

ニ ットS-S) は 下 位 よりし 礫 岩, 砂こ冫=ユこ一万F,シ ル ドy ‥Fが 順

次垂な り, 上 方に 細粒化す る. 鹿 堀池 北側( 第3 図h)

で は, 下 部は チャー ト, 凝 灰こ岩, 砂 岩の礫を 十とす る

厚 さ約5m の 礫岩 が分 布して いる. 礫 は淘汰 が よく,

亜 角礫 から亜円 礫, 礫 径は礫こ岩層下部で は5cm, 凵郢

へ行 くほ ど漸 移的 に小 さく な り1~2cmf ¶Iし度で あ る.

基 質は極粗粒から中粒で, 色 は灰 色か ら灰 褐色であ る.

固 結 度は よい. そ の 上位 には厚 さ約3m の 塊 状の 極徂

粒~坤 粒灰色砂・岩が.重なっている. 淘汰はよく厂石英

片, チャート片などが多く爬まれている. また砂岩中

にレン ズ状の礫ytが挟在する場合もある. 砂岩, 礫岩

とも閥結度はよい.

[層 厚]

本調在地域内での積算膵厚は約80m である.

凝灰 岩 層の 岩 相対 比と 地 質構 造

本地域の神戸層群の構造はほぼ水平に近く, 露頭での

各層の傾斜もほとんどが5 以゚ 下である. 本研究ではこ

の地域に4 枚の凝灰岩層が追跡できたが, 以下にそれら

のy 浦」・識別と調査地域内の対比について説明する.

|. 安政池凝灰岩層(新称)(Ansei-ike Tuff Layer)

レ定 義]

本地域内で占川累層賛下部の凝灰岩を主とする地層

を安政池凝灰岩層とする.L 位の礫岩層の基底を もっ

て 囗很とするレ 刊很は露出していない.

[ 膜式地]

安政沮卵俑 らヽ東条川にかけての道路沿い( 第3 図E



とその南方)

[ 分 布]

模式地付近から安政池南方の東条川河川敷, 東条町

松沢, 厚利にかけて分布する.

[ 岩  相]

本部層はそのほとんどが凝灰岩よりなるレ 下部は緑

灰色で固結度はよい. その上位は平行葉理か発達し,

灰白色または緑灰色で細粒から中粒砂ナイスの凝灰岩

である. その上位に細鑠サイズの軽石を含んだ軽石質

凝灰岩が認められる. さらにその上位にはガラス質凝

灰岩があり, 白色または淡灰色を呈し固結度はやや悪

い. 安政池南西の道路沿いの露頭には, この凝灰岩層

の最上部約5m が露出している(第5 図E). ここでは

塊状の粗粒凝灰岩上に軽石質凝灰岩, 葉理の顕著な軽

石質凝灰岩, ガラス質凝灰岩, 緇~中粒凝灰岩が累重

し, 最上部には風化の進んだ葉理のある粗粒凝灰岩が

見られる. 葉理の発達した軽石質凝灰岩より上位には,

黒雲母が多数含まれる.

[ 層 厚]

15m 以上.

2. 藪凝灰岩層(新称)(Yabu Tuff Layer)

[ 定 義]

吉坿累層下部の凝灰岩を主とする地層を藪凝灰岩層

とする. この凝灰岩層を覆う礫岩層・砂岩層の簇底を

上限, 凝灰岩層下位の砂岩上部を下限とする.

[ 模式地]

東条町藪にある東条町調整地内入り囗付近( 第3 図

C 付近)

[ 分 布]

東垂水~ 新定付近, 安政池西~森尾の丘陵下部に分

布する.

[ 岩  相]

模式地では, 最下部に斜こ交層理が発達しか中~祖粒

の凝灰質砂岩がある. ガラス質緇粒凝灰岩……1.11こ斜交葉

理の発達した中~粗粒凝灰岩が重なり, さらに炭質物

の多いガラス質凝灰岩, 軽石質凝灰岩, 斜交箭理の発

達しか中~ 粗粒凝灰岩がある. 最上位には風化した軽

石質及び中~ 粗粒凝灰岩が重なる. 凝灰こ岩の七半部に

は黒雲母が多数含まれる. 模式地の東方約1km の新定

では, 県道西脇口吉川線沿いに露出している(第5 図

B). ここでは葉理の発達した軽石質凝灰岩の卜に中

~粗粒凝灰岩が見られ, 黒雲母が普遍的に含まれてい

る.

[ 層  厚]

模式地付近で約2.5m である(第5[ 來IC]

[ 化 石]

植物化石片を産する.

3. 新定凝灰岩層(新称XShinjou Tuff Layer)

[定 義]

吉川累層中部の凝灰岩を主とする地層である. 凝灰

岩層を覆う礫岩層の基底を上限, 緑色を呈する泥岩の

殼上部を下限とする.

[獏式地]

東条町新定の県道西脇・目吉川線沿い東側の露頭

(第3 図A~B 付近)

[分  布]

獏式地付近から藪, 東垂水付近にかけて, 及び東条

川北側では松沢から牛沢付近にかけて広く分布する.

[:岩  相]

獏式地では, 下部は主に硬ト ガラス質の凝灰岩より

なり, 新鮮な部分では黒灰色を, 風化が進んだものは

乳白色を呈する. 炭質物を多く含み, 部分的に葉理か

発達する. 上部は塊状の厚い粗粒凝灰岩よりなり, 軽

石や岩片が散在する. 模式地ではその上位を斜交層理

の顕著な凝灰質砂岩, 礫岩がチャネル状に削り込んで

いる. 県道西脇口吉川線沿いの露頭では, 本凝灰岩層

から漸移して, その上位に厚さ約2.5m の凝灰質砂岩

が重なる.

[層 厚]

獏式地付近で約4.5m である.

4. 鹿堀池凝灰岩層(新称) (Shikahori―ike Tuff Layer)

[定 義]

古川累層上部のガラス質凝灰岩を主とする地層で,

凝灰岩層下位の凝灰質シルト岩の最上位をもって基底

とする. 獏式地において, 大阪層群三木累層により不

整合に覆われる.

[獏式地]

東条町藪南方の鹿堀池北の露頭(第3 図D)

[:分  布]

眞 在地域南部, 新定丘陵北麓の模式地付近から, 新

定付近にかけて分布する. 謌査地域北部の嬉野台丘陵

南麓には分布しない.

匚岩  相]

塊状のガラス質凝灰岩であるレ 黄灰色~淡灰色を示

し, 内部には部分的に縞状に褐鉄鉱の染み込みが見ら

れる. 風化が進み, 固結度は悪い.

[層  厚]

獏式地付近で約3m である.

本研究地域西方の安政池~東条川にかげての林道沿い

では, 安政池凝灰岩層がほぼ東西走向でやや南に傾斜し

て分布しているのが確認できる. 調査地域中央部の厚利

~新定へ東条川の上流にかけて, 東条川河床には砂礫層

が分布しており, 安政池凝灰岩層の構造から, これらの



第6 図 調査地域地質図.1: 段 丘鳳2: 大阪層群二木累層,3: 人 匚改変地凵) にノ場など),4: 鹿堀池凝灰岩層,5: 二L、ニッ トs-s,

6: 新定凝灰岩層,7: ユニットY-S,  8: 藪凝灰岩層,9: ユニ ヴトΛ-Y 厂10 : 安政池凝灰天削乱11 : 河川厂12 : 道路, 13:

ため池.

砂礫層は安政池凝灰岩層の上位に位置すると考えられ.る.

模式地での藪凝灰岩層はこの砂礫層の」㈲lに位置几て い

る.

新定( 第3 図, 第4 図e, 往付近では3 枚の顕 片な凝灰

岩層匸ド位より本研究の藪に新定, 鹿堀池凝灰牡層)が識

別できる. このうち:葉理か発達し黒雲母を多く介む枇拉

の軽石質及び粗粒凝灰岩は, 岩相から藪凝灰毀層である

ご判断される. 同様の凝灰岩層は東条川北の.森尾仕近に

も見られる.

さらに葉理の発達する藪凝灰岩層と新定凝灰岩.層の問

(し ニ ットY-S) に は, 特:澂的 に緑 色ヽ………i=]71リく笆を示す 泥岩

が挟ま れて いるにそ して藪 凝灰背層の 上位には, 駸 下部

の礫 粁か ら砂 糺 上部の泥 踪 さ らに はそ の上 位の新定

凝灰¥ 柚りと い う組 み 介わせ が, 本 調 在地 域[仔:部 の新 定

( 第3[ 丸 第 判 詞e,D や 乗 垂 水( 第3 図, 第4 図j), 北

部 の小 沢周辺( 第3 図 厂 第4[ 刈a,]な ど で観察 される.

従 って これらの 凝灰 粁,層 の追 跡に より, こ の地 域の神

戸川頃 士にこ体と して, 走 向 は東 西に近 く厂 南へ2~3 ゜

傾斜しか構造が認められる. そ の断 面図を第7 図 に示す.



第7 図 地川釿面図。凡例は第5 図と[司じ。

神 戸層 群吉 川累 層 の凝 灰岩 層序 に つい て

本研究では神戸層群に挟在する凝灰罘1層を詳細に追跡

し, 尾崎・松浦(1988) とは大きく異なる結果を得た. 例

えば尾崎・松浦(1988) の4 枚の凝灰岩鉋層のうちレ・'ドf心ミ

より3 枚目の北畑凝灰岩層は, 調査地域西部では本研究

の安政池凝灰岩層に, 中央部の藪では藪凝灰岩屑に, 東

部の新定では鹿堀池凝灰岩層に対比されていると考えら

れる. また本地域東部の森尾付近に分布する凝灰岩屑を,

尾崎・松浦(1988) は北畑凝灰岩層の下位にあるとされる

上久米凝灰岩層としているがレ 本研究では岩相からこの

森尾付近の凝灰岩層は藪凝灰岩屑に対比した. この凝灰

岩層は明らかに安政池凝灰岩層の上位にあり, 従来の足

崎・松浦(1988) による結果とは 匚ド関係が逆になる. し

たがって, 尾崎・松浦(1988) における古川累屑中の凝灰

岩鉋層の追跡は再検討を要すると考えられる.

調査地域内では従来厂神戸膵群は西に緩く傾斜しか構

造が考えられ厂西方ほど上位の地層が露出しているとさ

れてきたが, 凝灰:岩層の詳細な追跡によると, そのよう

な構造には疑問 の余地 があると思わ れる. 渋 川ほ か

(1987) も凝灰岩鉋層の追跡の結果から二肝盆地中央部に

おいては, ほぼ水平に近い構造であることを示している.

これらの結果を考慮すると, 神厂f層群に広域に分布する

とされている凝灰岩鉋屑の詳細な再追跡, および地質構

造の再検討が必要であると考える. 神戸賍群に挟や:ミする

凝灰岩層は一一う|殳1こ(数m~10 数m の屑厚を示しボイル方向に

岩相が大きく変化するため, 単純な凝灰¥/Fの岩相のみに

よる対比は難しいが, 今後, 凝灰岩の重鉱物縦成なども

含め, より詳細な凝灰岩層の研究が必.要である.

ま  と  め

1. 兵庫県加東郡東条町南西部において, 凝灰岩層の追

跡を主とした神戸層群の岩相層序を検討した.

2. 本地域の地質は, 下位より神戸層群吉楫累層, 大阪

層群三木累層, 段丘層, 沖積層よりなる. 神戸層群は

主に礫岩, 砂岩, 泥岩, 凝灰岩よりなり, 丘陵の上部

で礫層からなる三木累層に不整合で覆われる.

3. 本地域の神厂f層群書川累層は非海成の砕.屑岩よりな

り, 併方によく連続する4 枚の凝灰岩層が追跡できた.

それらに対し厂-・ド位より安政殷殷灰岩層, 藪凝灰岩層,

新定凝灰岩層, 鹿堀殷凝灰岩層と命名した.

4. これらの凝灰罘ごF層の追跡から, 本地域の神戸層群は

ほぼ東西走向でやや南に傾斜した構造を持っていると

考えられる. また, 従来の凝灰岩の対比は疑問の余地

が多く, 凝灰岩鍵層の詳細な再追跡及び地質構造の再

検討が必要であると考えられる.
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